
相

巨
次ぐ水資源対策で
大化する中国「水ビジネス」

中国では急選な経済発展に伴う「水飢饉」が深刻化。それは同時に、巨大な水ビジ

ネス市場の登場を意味している。

かずなりら

斗

Ｕ
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ハ
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国
が
深
刻
な

「水
飢
饉
」
に

直
面
し
て
い
る
。
も
と
も
と

水
資
源
に
乏
し
い
う
え
に

約
１３
億
と
い
う
巨
大
な
人
口
を
抱
え
る
国

が
、
め
ざ
ま
し
い
経
済
発
展
に
伴
っ
て
膨

大
な
量
の
産
業
用
水
を
使
う
よ
う
に
な
っ

た
だ
け
で
な
く
、
工
業
化
に
よ
る
水
質
汚

濁
で
、
「使
え
な
い
水
」
が
急
増
し
て
い
る

た
め
だ
。

主

要
河
川

の
フ
割

は
飲

用
不
可

中
国
の
水
資
源
は
、
１
人
当
た
り
年
間

２
２
０
１
立
方
肝
。
世
界
の
平
均
は
７
０

４
４
立
方
財
だ
か
ら
、
そ
の
約
３
割
し
か

な
い
計
算
に
な
る
。
ち
な
み
に
日
本
は
３

３
３
７
立
方
肝
で
あ
る
。
ま
た
、
中
国
の

水
資
源
は
水
量
の
豊
か
な
長
江
や
珠
江
の

流
れ
る
南
部
に
集
中
し
、
近
年
、
急
速
に

発
展
し
て
い
る
北
京
や
天
津
、
大
連
な
ど

東
北
部
の
都
市
は
水
資
源
に
乏
し
い
。

だ
が
、
経
済
発
展
は
膨
大
な
量
の
水
を

必
要
と
す
る
。
２
０
０
４
年
版
の

『中
国

統
計
年
鑑
』
に
よ
る
と
、
中
国
の
水
使
用

量
は
年
間
５
３
２
０
億
ト
ンと
、
世
界
全
体

の
使
用
量
の
約
１５
％
に
達
し
て
お
り
、
今

後
は
さ
ら
に
使
用
量
が
増
え
て
い
く
見
通

し
だ
。

こ
の
た
め
、
中
国
各
地
で
地
下
水
の
利

用
が
進
ん
で
お
り
、
地
下
水
の
採
水
量
は

過
去
２０
年
間
、
年
平
均
２５
億
ト
ン
の
ペ
ー
ス

で
増
加
。
地
下
水
の
枯
渇
に
よ
る
地
盤
沈

下

・
亀
裂
が
５０
以
上
の
都
市
で
発
生
し
て

い
る
。北
京
を
中
心
と
す
る
華
北
平
原
（広

さ
は
日
本
の
面
積
に
ほ
ぼ
匹
敵
）
で
は
、

地
下
水
の
水
位
が
年
平
均
３
材
の
速
度
で

低
下
し
て
お
り
、
す
で
に
地
下
水
の
利
用

は
限
界
に
達
し
た
と
み
ら
れ
る
。

い
ま
や
、
「中
国
の
経
済
発
展
を
阻
害
す

る
の
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
水
資
源
だ
」
と
語

る
経
済
学
者
も
い
る
ほ
ど
だ
。

中
国
政
府
の
発
表
に
よ
る
と
、
中
国
農

村
部
で
は
す
で
に
約
３
億
人
が
飲
料
水
不

足
に
悩
ん
で
い
る
と
い
う
。
今
後
の
さ
ら

な
る
経
済
発
展
や
都
市
部
へ
の
人
口
集
中

に
よ
る
水
需
要
の
増
加
を
勘
案
す
る
と
、

２
０
３
０
年
に
は
６
０
０
億
～
１
２
０
０

億
ト
ン
の
水
資
源
が
不
足
す
る
と
い
う
の

が
、
専
門
家
の
見
方
で
あ
る
。

中
国
の
水
不
足
問
題
を
さ
ら
に
深
刻
に

し
て
い
る
の
は
、
目
の
前
に
大
き
な
河
や

湖
、
池
な
ど
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
水
が
使

え
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
こ
と
だ
。

急
激
な
経
済
発
展
に
伴
っ
て
多
く
の
工
場

か
ら
廃
波
が
垂
れ
流
さ
れ
、
都
市
で
発
生

す
る
大
量
の
生
下
水
も
、
未
処
理
の
ま
ま

河
に
流
入
し
て
い
る
。

中
国
政
府
の
発
表
に
よ
る
と
、
０５
年
の

汚
染
水
排
出
総
量
は
年
間
で
４
８
２

・
３

億

ン
ト
に
達
し
て
い
る
。
工
場
や
生
活
用
水

の
総
量

（約
１
８
０
０
億
ト
ン）
の
約
２７
％

に
当
た
る
水
が
無
処
理
で
排
出
さ
れ
て
い

る
の
だ
。
国
民
１
人
当
た
り
の
汚
染
水
排

出
量
は
年
間
約
４０
ト
ン。
ま
た
都
市
部
の
下

水
処
理
率
の
全
国
平
均
は
２５
・８
％

（『中

国
環
境
年
鑑
』
０４
年
版
）
で
あ
り
、
人
口

増
に
下
水
処
理
が
追
い
つ
い
て
い
な
い
の

が
現
状
だ
。

そ
の
結
果
、
中
国
の
主
要
河
川
の
７
割

は
飲
料
用
水
と
し
て
利
用
が
不
可
能
な
状

態
に
な

っ
て
い
る
。
７
大
水
系

（長
江
、

黄
河
、
松
花
江
、
遼
河
、
珠
江
、
海
河
、

准
河
）
の
汚
染
も
進
ん
で
お
り
、
飲
料
用

が、遠くの都市部に水を吸い上

中国のフ大水系の汚染状況

正～III類|(飲 料用水として使用可)      ‐ ■ 13613

Ⅳ類  (飲 用不可。工業用水として使用可)     24.8

V類  (飲用。工業用水不可。農業用水として■)   0,1
V類 以上  (い かなる用水としても使用不可)      29.8

(出所)中国環境保護結局『中国環境状,壮公報2004年版Jを基に筆者作成
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鋼

鶴 義

中国西部、黄河流域の甘粛省にある運河。農村の貯水池に水を送るための運河

げられる
“
サイフォン効果

"で
干上がっている (2006年2月)

水
と
し
て
使
用
可
能
な
水
質
の
水
は
３６

・

３
％
に
す
ぎ
ず
、
い
か
な
る
用
水
と
し
て

も
使
用
不
可
能
な
水
質
の
水
が
２９

・
８
％

に
の
ぼ
る

（表
）。

さ
ら
に
、
中
国
環
境
保
護
総
局
報
告
に

よ
る
と
、
住
民
か
ら
の
排
水
に
関
す
る
苦

情
申
し
立
て
、
紛
争
も
０５
年
に
は
全
国
で

５
万
１
０
０
０
件
に
達
し
て
い
る
。

１
兆
元
の
水
確
保
計
画

こ
つヽ
し
た
状
況
の
な
か
、
中
国
政
府
は

水
資
源
確
保
に
本
格
的
に
乗
り
出
し
て
い

る
。
０６
年
に
発
表
さ
れ
た

「第
１１
次
５
カ

年
計
画
（０６
～
２
０
１
０
年
と
に
は
、
２
０

１
０
年
ま
で
に
水
事
業
に
約
１
兆
元

（約

‐５
兆
円
）
の
資
金
を
投
入
し
、水
源
の
確
保

や
各
地
の
上
下
水
道
整
備
、
水
の
安
全
対

策
を
推
進
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

水
源
の
確
保
策
の
ひ
と
つ
は
、
「小
湾
ダ

ム
」
の
建
設
だ
。
こ
れ
は
中
国
最
南
部
の

雲
南
省
に
建
設
中
の
世
界
最
大
の
ア
ー
チ

式
ダ
ム
で
、
世
界
最
大
の
貯
水
量

（１
５

１
億
ト
ン）
を
誇
り
、
２
０
１
０
年
の
完
成

を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

問
題
は
、
ダ
ム
が
ア
ジ
ア
地
域
最
長
の

メ
コ
ン
河

（約
４
８
０
０
キ
ロ）
の
上
流
に

あ
り
、
メ
コ
ン
河
の
恩
恵
を
受
け
て
き
た

流
域
国
の
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
が
水
を
十
分
に
利
用
で
き
な

く
な
る
恐
れ
が
出
て
き
た
こ
と
だ
。

小
湾
ダ
ム
は
、
当
初
は
中
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策

「西
電
束
送
」
（西
部
の
水
や
石

炭
資
源
を
利
用
し
て
発
電
し
、
東
部
沿
岸

地
域
に
送
電
す
る
計
画
）
の
一
環
で
発
電

ダ
ム
と
し
て
建
設
さ
れ
、
ダ
ム
に
貯
め
た

水
は
利
用
後
に
再
び
放
流
さ
れ
る
は
ず
で

あ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
水
資
源
不
足
に
直
面

し
た
中
国
政
府
は
最
近
に
な
っ
て
方
針
を

転
換
。
小
湾
ダ
ム
下
流
に
さ
ら
に
１４
以
上

の
ダ
ム
を
造
り
、
中
国
国
内
で
水
を
利
用

す
る
計
画
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
流
域
国

が
加
盟
す
る
メ
コ
ン
河
委
員
会
は
、
厳
し

い
姿
勢
で
中
国
政
府
に
用
水
計
画
に
関
す

る
「公
式
な
情
報
」
を
要
求
―
ンて
い
る
が
、

中
国
側
の
回
答
は
な
い
。

豊
富
な
雪
解
け
水
を
有
し

「
ア
ジ
ア
の

水
塔
」
と
呼
ば
れ
る
チ
ベ
ッ
ト
高
原
か
ら

の
引
水
計
画

（２
０
１
０
年
着
工
予
定
）

も
あ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
高
原
と
黄
河
の
源
流

を
ト
ン
ネ
ル
と
運
河
で
つ
な
ぎ
、
当
面
は

年
間
４０
億
ト
ン、
最
終
的
に
は
同
１
７
０
億

ン
ト
の
取
水
を
計
画
し
て
い
る
。
テ」
れ
に
は
、

世
界
各
国
の
環
境
学
者
や
チ
ベ
ッ
ト
を
擁

護
す
る
非
政
府
組
織
が

「計
画
は
自
然
環

境
を
破
壊
し
、
チ
ベ
ッ
ト
の
自
治
権
を
奪

つヽ
も
の
」
と
し
て
反
対
し
て
い
る
。

０２
年
に
着
工
し
た
国
家
的
水
利
事
業

「南
水
北
調

（南
の
水
を
北
に
運
ぶ
と

プ

ロ
ジ
エ
ク
ト
も
進
ん
で
い
る
。
約
５
０
０

０
億
元

（約
７
兆
５
０
０
０
億
円
）
を
投

じ
、
水
量
の
豊
富
な
南
部
の
長
江
か
ら
、

水
不
足
の
北
部
に
３
ル
ー
ト
で
送
水
す
る

計
画
だ
。
中
央
ル
ー
ト

（年
間
１
４
２
億

ン
ト
）
は
０８
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に
問

に
合
わ
せ
る
べ
く
急
ピ
ッ
チ
で
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
長
江
の
汚
染
が

激
し
い
た
め
、
開
通
し
て
も
ど
の
程
度
利

用
で
き
る
か
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

沿
海
地
区
で
は
、
海
水
の
利
用
も
進
め

ら
れ
て
い
る
。
大
運
で
は
海
水
淡
水
化
施

設
が
６
基
着
工
し
て
お
り
、
将
来
的
に
年

間
５
０
０
万
ト
ンを
供
給
す
る
予
定
で
あ

る
。
青
島
で
も
日
量
７
０
０
０
ト
ンを
供
給

で
き
る
海
水
淡
水
化
装
置
３
基
の
建
設
計

画
が
進
行
し
て
い
る
。
青
島
の
あ
る
山
束

省
で
は
、
青
島
以
外
で
す
で
に
海
水
淡
水

化
施
設
が
１６
基
稼
働
。
つヽ
ち
１４
基
は
民
間

の
電
力
会
社
と
石
油
化
学
会
社
が
設
置
し

た
産
業
用
装
置
で
、
２
基
が
省
の
設
置
し

た
飲
料
水
用
装
置
で
あ
る
。

こ
の
海
水
淡
水
化
装
置
の
問
題
点
は
、

造
水
コ
ス
ト
が
淡
水
利
用
の
場
合
の
約
３

～
５
倍
と
高
く
、
豊
か
な
自
治
体
で
な
け

れ
ば
、
コ
ス
ト
を
負
担
で
き
な
い
こ
と
だ
。

日
本
企
業

も
欧
米

に
続

け

こ
つヽ
し
た
大
規
模
な
水
資
源
確
保
計
画

を
政
府
の
み
で
遂
行
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
た
め
、
政
府
は
民
間
資
金
や
外
資

も
活
用
す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
外
資
系
企
業
に
対
し
中
国
政
府
は
、

「水
事
業
は
中
国
で
最
後
に
開
放
さ
れ
る

公
共
事
業
で
、
将
来
の
発
展
性
は
無
限
で

あ
り
、
参
加
す
る
水
事
業
者
の
適
正
利
潤

と
資
本
を
保
障
す
る
」
と
明
言
し
て
い
る
。

フ
ラ
ン
ス
を
中
心
に
世
界
各
地
で
水
道

事
業
を
展
開
す
る
世
界
最
大
の
水
道
事
業

会
社
で
あ
る
仏
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ウ
オ
ー
タ

イ7 2007.5.8エコノミスト
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―
や
、
や
は
リ
フ
ラ
ン
ス
の
巨
大
企
業
で

あ
る
ス
エ
ズ
グ
ル
ー
プ
は
す
で
に
、
上
海
、

深
捌
な
ど
中
国
各
都
市
で
の
上
下
水
道
事

業
運
営
を
次
々
と
受
注
。
２
社
合
計
の
受

注
残
は
２
兆
円
を
超
え
て
い
る
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
企
業
連
合
や
香
港
企

業
も
積
極
的
に
市
場
に
参
入
。
ド
イ
ツ
の

シ
ー
メ
ン
ス
も
１
９
９
９
年
に
買
収
し
た

米
Ｕ
Ｓ
フ
イ
ル
タ
ー
の
水
処
理
技
術
を
も

っ
て
参
入
を
図
ろ
つヽ
と
し
て
い
る
。
米
ゼ

ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ
ク

（Ｇ
Ｅ
）
は

海
水
脱
塩
処
理
技
術
や
下
水
再
利
用
技
術

の
売
り
込
み
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

日
本
に
は
上
下
水
道
の
運
営
を
手
が
け

る
民
間
企
業
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
日

本
企
業
は
中
国
の
水
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
参
入

に
出
遅
れ
た
感
が
あ
る
。
だ
が
、
日
本
に

は
６０
～
７０
年
代
の
公
害
経
験
を
経
て
発
達

し
、
世
界
に
誇
る
水
準
に
達
し
た
水
処
理

技
術
が
あ
る
。
す
で
に
い
く
つ
か
の
企
業

能
で
あ
ろ
つヽ
。

日
本
が
世
界
に
誇
る
水
処
理
技
術
に

は
、
た
と
え
ば
、
省
ス
ペ
ー
ス
の
設
備
で

高
度
な
処
理
水
質
が
得
ら
れ
る
精
密
濾
過

技
術

「膜
分
離
活
性
汚
泥
法

（Ｍ
Ｂ
Ｒ
Ｉ

が
あ
る
。
高
純
度
の
工
業
用
水
を
必
要
と

す
る
半
導
体
や
波
品
パ
ネ
ル
製
造
工
場
向

け
の

「超
純
水
製
造
技
術
」
や
、
下
水
汚

泥
を
燃
料
に
利
用
す
る

「下
水
汚
泥
の
資

源
化
」
も
そ
う
で
あ
る
。

ま
た
、環
境
計
測
・モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（監

視
）
技
術
も
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
で
き

る
。
す
で
に
１
台
１
５
０
万
～
２
０
０
万

円
も
す
る
日
本
製
の
水
質
分
析

・
監
視
機

器
が
、
１
０
０
台
単
位
で
中
国
の
地
方
政

府
に
購
入
さ
れ
、
水
質
管
理
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
山
束
省
は
工
場
排
水
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
計
測
し
、
法
律
で
定
め
た
排
出

基
準
の
範
囲
内
の
数
値
で
あ
れ
ば
無
税
、

数
値
を
超
え
る
と
濃
度
に
よ
つ
て
税
金
を

課
す
、と
い
？ヽ
ン
ス
テ
ム
を
採
用
。
「故
障

が
な
く
信
頼
性
が
高
い
日
本
製
の
分
析
機

器
は
税
の
取
り
立
て
の
た
め
に
も
必
需

口型

（山
東
省
関
係
者
）
と
さ
れ
て
い
る
。

中
国
政
府
は
今
年
４
月
、
計
６
０
６
６

社
に
お
よ
ぶ
国
内
の
環
境
汚
染
企
業
リ
ス

ト
を
発
表
。
排
ガ
ス
に
よ
る
汚
染
源
と
し

て
３
５
９
２
社
、
廃
水
に
よ
る
汚
染
源
と

し
て
３
１
１
５
社

（重
複
あ
り
）
な
ど
が

リ
ス
ト
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
政
府
は
こ

れ
ら
の
企
業
に
対
し
、
定
期
的
な
汚
染
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
な
ど
、
重
点
的
に

監
督
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
。
水
質
汚
染

を
含
む
環
境
汚
染
の
実
態
把
握
と
汚
染
の

削
減
を
国
の
重
点
施
策
と
し
、
強
力
に
取

り
組
む
と
い
う
こ
と
だ
。

一
方
で
中
国
政
府
は
０８
年
１
月
、
環
境

保
護
産
業
へ
の
所
得
税
の
免
税

・
減
免
措

置
法
を
施
行
す
る
。
水
処
理
を
中
心
と
す

る
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
手
が
け
る
企
業
に
と

っ
て
、
こ
の
法
は
力
強
い
追
い
風
と
な
る
。

日
本
企
業
も
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
と
ら
え
、

果
敢
に
中
国
水
ビ
ジ
ネ
ス
に
挑
戦
し
て
い

く
べ
き
だ
ろ
つヽ
。　

　

　

　

　

　

Ｄ

に使える 「中水Jレ
ベルまで浄化る同じ

水を繰り返し使用す

る計画だ。   ‐

東レは、沿海地区

の海水淡水化施設向

けでも水処理膜を受

注。こうした中国事

業の拡大によって、

同社の水処理事業売

上 高 は、 2015年 3

月期に1 0 0 0 億円と、

蘇州のオルガフエ場で組み立て中の純水製造
装置 (オルガノ提供)    ‐  || ‐

純水製造装置に強みを持つ栗口工業は04

年(蘇 州に栗田工業 (蘇州)水処理有限

公司を設立る日系企業約200社に純水製

造装置や水処理薬品などを納入。佐伯哲

男 1日+取 締役プラント第T事業本部海
外統括部門長は f07年3月期の中国ビジ

ネス売上高は約50億円に達した」と語る。

1向じく起純水製造装置を得意とするォ

砦怒華桑F為雀i翻罪磐
経営企画部自際事業統括‐ウ■ダ■はイ主

場竣=後初年度のol
年12月期に約110億
円の売‐上高を達成‐じ
た」といつ3 1‐ |
小規模ながら中国

軽銅載
下水処理1募みセ■

,‐軍「澪遅1子窯‐芸尋
港区)は Os年十二海
に西原環境1技術 (上

日本企業も縮々参入

水処理技術では負けない!
日本企業も、独自の強みを発揮して中国の水ビジネス市場

参入を図つている。主な企業を取材した。    |

】ヒ房醤騒家ず局千手丁子学う杏畢香

ルトン北京ファイナンシャル・ストリー

ト」に、東レは排水再利用設備向けとし

て、膜分離活性汚泥法 (MBR)用 の高

機能水処理膜を納入した。

日寛昭慶 。東レ専務水処理事業本部長

は、「この処理膜は当社の最新技術。定

期的に膜を交換すれば、半永久的に水を

再利用できる」と説明する。同ホテルは
この設備を使って、排水をトイレや散水

今 が
後 こ
は の

06年 3‐月期の3倍に拡大する計画だとい

つ。

中国に進出している日本企業に的を絞

って参入する企業もある。「進出企業の

本社幹部も、中国での工業用水確保や排

水の水質管理を重要な経営課題と認識し

始めた」(山本秀朗 ・野村総合研究所目1

主任コンサルタント)た めだ。   |

半導体 ・液晶パネル製造工場向けの超

海)有堺谷司|‐々設車と今年0再,こは中‐国
企業と共同でt下水道1関連工事受注の正

‐ | |  ・ (演村長哉■編集部)‐

イ∂エコノミスト2007.5.8


